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要旨:本研究は海岸埋立地という特殊環境の中で,樹木が健全に育つために必要な環境条件について明らか
にした。海岸と直角方向に等間隔に植栽されたマテバシイとウバメガシを調査対象樹木とし,気象状況や土
壌交換性ナトリウム濃度などの植栽環境調査および樹高・枝張り。最大光合成速度などの樹木の形状および
生弾～態調査を行つた。
その結果,海 岸線からの距離と土壌交換性ナトリウム濃度の相関関係が高いこと,土 壌交換性ナトリウム

濃度の増加に伴い,成 長量と生理活性が低下することが認められた。海岸埋立地において成長を維持するた
めには,海 岸線から距離および土壌交換性ナトリウム濃度としてウバメガシでは48m,50.6mg/1tXl母 マテ
バシイでは88m,25.Omプ100gであると考えられた。
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はじめに

わが国では,景 観緑三法や地球温暖化対策など様々な

理由から緑化が推進されており,み どりによる機能性や

審美性が追求されている。兵庫県淡路島では,淡 路公園

島構想やあわじ花回廊構想など県の政策によりみどりに

よる地域活性化がさかんに行われている。このような背

景を受け多くの場所で値栽が行われているが,植 栽樹木

は自生値物とは違い人の意図や計画によつてその植栽環

境に成育していることから,必 ずしも周辺環境に適合し

ているとは限らない。海岸埋立地という特殊環境におけ

る植栽樹木では,海 風の影響により形態や生弾牛態に障

害を及ぼす例が多く見受けられる (沖中ら,1989;米 田,

1958a)。健全に成育させ適切な維持管理を行うためには,

海岸埋立地という環境に考慮した植物の選定,維 持管理

を行う必要がある。海岸埋立地における植栽樹木の健全

な成育には,こ れらの影響を考慮に入れた植栽位置の決

定が求められる。そこで本研究では,植栽樹木の成長量,

上壌交換性ナ トリウム濃度,気 象要因の関係を明ら力Wこ

し,海 岸埋立地で成育可能な海岸線からの植栽位置につ

いて検討を行つた。

1.研 究の方法

1.1 調 査対象地および調査対象樹種の選定

淡路島内の植栽樹木の成育状況を把握するため,東 岸

と西岸を南北に縦断する国道 28号線と県道 31号線沿い

の緑地空間の現況調査を行つた (図 -1)。157箇所中57

箇所で地上部に成育障害が認められ,そ の中から海に面

しており植栽履歴のわかる一宮浄化センターを対象地と

した。一宮浄化センター (34°28′28.49″N,134° 50
′
41.963″E)は兵庫県淡路市多賀に位置し,北 西は播

磨灘に面しており,北 東,南 西の2面 は防渡堤とテ ト

ラポットで囲まれた入り江と接している1.8haの海岸埋

立地で2004年から2005年にかけて施設が整備された。

2005年3月にマテバシイ いthoOus ttis)34本 ,ウ

バメガシ (Qgercus ph:Hyraθθ=絶s)13本が植栽された。

これらの調査対象樹木は海岸線と直角方向に直線状に列

植されている列と,海 岸線と平行に直線状に列植され

ている列から構成されていた (図 -2)。また,埋 立地に
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